
 第一生命ホールディングス 経営企画ユニット ユニット長の西村です。

 本日は、第一生命グループの2020年3月期第3四半期決算報告の電話会議にご参加いただき
まして、ありがとうございます。

 私から資料に沿って、4ページまでで決算内容の概要についてご説明し、残りの時間を質疑応答と
させていただきます。

 １ページをご覧ください。



 今回の決算のポイントを以下の3点にまとめました。

 まず営業業績についてです。今年度の国内3生保の新契約年換算保険料は、経営者保険の販
売停止の影響や国内外の金利低下による貯蓄性商品ニーズの減速などにより、全体として減少
しましたが、第三分野商品の販売は堅調に推移し、第三分野の新契約年換算保険料は前年
同期比で増加しました。

 第一生命では、2018年12月販売開始の「認知症保険」に加え、2019年９月に販売を開始
した「就業不能保険」も高い契約件数の伸びとなっています。

 第二に、連結利益については、グループ修正利益が前年同期比+38％増加の大幅な増益とな
りました。

 第一生命は、基礎利益が期初想定の通り減少したほか、市場変動に伴い、金融派生商品損
益が悪化したものの、有価証券売却損益の改善が補い、修正利益はほぼ横這いとなりました。

 海外生命保険事業におけるプロテクティブの既契約ブロック買収効果の反映や第一生命ベトナム
の利益改善に加え、第一フロンティア生命における、運用期間満了を迎えた変額年金の最低保
証に係る危険準備金の戻入益の発生が寄与し、グループ修正利益は増益となりました。

 通期予想については、グループ修正利益が高い進捗率にありますが、第一フロンティア生命の危険
準備金戻入が第3四半期までで一巡することや、今後の市場変動の影響、また、第一生命にお
いて、昨年度に実施した既契約ブロックの出再によるリスク削減を今年度も検討していることなどか
ら、その影響を考慮し、据え置きとしています。

 最後に、第3四半期のトピックとして、第2四半期決算報告でお知らせした通り、TALが大型団体
保険契約を獲得し、新契約年換算保険料は前年同期比4倍に増加しました。

 次のページをご覧下さい。



 こちらでは国内営業業績の詳細を示しています。

 左の表は、国内3生保の新契約年換算保険料の前年同期との比較になります。2019年2月か
ら7月までの経営者保険の販売停止などにより、全体では大きく減少していますが、第一生命・ネ
オファースト生命では、主力である第三分野商品販売を順調に拡大し、経営者保険以外の第三
分野商品は、2社合計で+14％増加しました。

 右のグラフは、第一生命の新商品である、「認知症保険」「就業不能保険」の販売件数を示して
います。第一生命では、第三分野商品を戦略的に拡大しており、両商品の販売件数が順調に
拡大しています。特に、2019年9月に販売を開始した「就業不能保険」は、販売件数の約6割
を20代・30代が占めるなど若年層への訴求力は高く、3か月での契約件数は約10万件を超え、
「認知症保険」を上回るペースとなっています。

 次のページをご覧下さい。



 こちらでは連結利益について、グループ修正利益・四半期純利益のポイントを示しています。

 グループ修正利益は、前年同期比+38％増加の2,135億円となりました。

 第一生命は、基礎利益が期初想定の通り減少したほか、市場変動に伴い、金融派生商品損
益が悪化したものの、有価証券売却損益の改善が補い、ほぼ横這いとなりました。第一フロンティ
ア生命では、危険準備金の戻入に加え、最低保証関連損益の改善もプラス寄与しています。ま
た、海外生命保険事業は、プロテクティブや第一生命ベトナムを中心に増益となりました。

 右側にお示しした純利益は、グループ修正利益から大きく変動していますが、金利低下の影響に
より、第一フロンティア生命において市場価格調整(MVA)に係る評価性の損益が発生しているた
めです。

 次のページをご覧下さい。



 こちらは連結業績概要と通期予想になります。

 グループ修正利益が通期予想との比較で高い進捗率にありますが、第一フロンティア生命の変額
年金の最低保証に係る危険準備金の戻入が第3四半期までで一巡することや、今後の市場変
動の影響、また、第一生命において、昨年度に実施した既契約ブロックの出再によるリスク削減を
今年度も検討していることなどから、その影響を考慮し、通期予想を据え置きとしています。

 一方、連結純利益においては、加えて、今後の市場変動に伴う第一フロンティア生命の市場価
格調整(MVA)に係る損益の動向を見極める必要がありますが、現時点で修正はありません。

 私からの説明は以上です。ありがとうございました。



 新契約年換算保険料は、経営者保険の販売停止などにより全体で減少しましたが、経営者保
険を除く第三分野商品では、「認知症保険」や「就業不能保険」などの商品展開が奏功し、前
年同期比で増加を確保しています。

 基礎利益は、円高・低金利環境継続の影響に加え、利回りの高い債券等の償還タイミングが影
響したこともあり、順ざやが減少したことなどから減益となりましたが、期始の想定に沿った動きです。

 四半期純利益については、金融派生商品損益が悪化しましたが、低金利環境が続く中、外国
債券の入替による売却損計上が減少し、有価証券売却損益が改善した結果、前年同期比で
ほぼ横這いとなりました。



 新契約年換算保険料は、昨年夏以降の海外金利の低下の影響などにより、販売が好調であっ
た前年度から反動減となった一方で、保有契約年換算保険料については順調に増加しました。

 四半期純利益は、金利低下に伴う市場価格調整(MVA)に係る損益の影響で第2四半期に続
き赤字となりましたが、市場価格調整に係る損益を含まない修正利益では、運用期間満了を迎
えた変額年金の危険準備金戻入に加え、前年同期に大きく悪化した最低保証リスク関連損益
の改善もあり、大幅な増益となりました。

 なお、過去の変額年金契約からの危険準備金戻入は、第3四半期までで一巡する見込みです。



 新契約年換算保険料は、昨年度に販売が拡大した経営者保険の販売停止により大きく減少し
たものの、主力である医療保険を中心とする第三分野商品については、新契約年換算保険料・
保有契約年換算保険料ともに、引き続き順調に拡大しました。

 修正利益は、事業費の増加などから減益となりましたが、医療保険の販売が好調に推移している
ことによるものです。



 海外生命保険事業は、プロテクティブの買収効果の反映や、第一生命ベトナムにおける前年同
期の金利低下に伴う責任準備金の追加積立からの反動増もあり、増益となりました。

 また、アセットマネジメント事業では、ジャナス･ヘンダーソンの持分法投資損益が昨年度第2四半
期から貢献していることを主因に増益となっています。



 税引前営業利益は、米国金利低下の影響などにより生保事業が赤字となりましたが、6月に完
了したグレートウェストの既契約ブロック買収の効果が反映されたことなどから、全体では増益となり
ました。



 新契約年換算保険料・保有契約年換算保険料は、大型団体保険契約の獲得により大幅に増
加しました。

 オーストラリアでは、強制加入の私的年金であるスーパーアニュエーションに付帯される団体保険に
対する法改正があり、過去一定期間拠出のないスーパーアニュエーションの加入者は、7月以降、
改めて保障継続の選択をすることが可能となりました。加えて、2020年4月には、保障継続の選
択が可能となる対象範囲の拡大が予定されています。

 基礎的収益力は、団体保険において一時的に契約者からの保険金請求が増加したことなどを受
け、減益となりました。





 2019年12月末のグループEEV(概算値)は、約6.3兆円となりました。

 グループ各社における新契約の獲得に加え、プロテクティブのEEVがグレートウェストの既契約ブロッ
ク買収により増加したことや、第一生命において保有する株式の含み益増加等が主な要因です。














































